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障害者雇用の進め方

ステップ４

職場定着の取組み（その１）



障害者雇用の進め方

2高齢・障害・求職者雇用支援機構「はじめての障害者雇用～事業主のためのQ＆A～」を変更して引用

ステップ１：障害者雇用の基礎理解

ステップ３：募集活動

ステップ４：職場定着の取組み

ステップ２：採用計画の検討

（その１）



職場定着の取組みとは

• 「採用・職場配置」したところから始まるものではない。

–ステップ１（その1～3）⇒何のための障害者雇用か検討・整理する

–ステップ１（その３）    ⇒支援機関や支援制度を知る

–ステップ１（その４） ⇒受入準備のポイントを理解する

–ステップ２     ⇒無理のない採用計画を立てる

–ステップ３        ⇒求職者の個別性を把握し・適切なマッチング
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「職場定着」は採用前の取組みが大事

採用後に、大慌てせずに済む



ステップ１・その４

受入準備の基本的視点

〇仕事の標準化・簡素化・見える化
〇指導者の配置
〇分かりやすい説明、自信をつける指導

         〇日頃のコミュニケーション
〇通院・体調に配慮する

         〇指導者や現場を支える社内体制 
  （＋支援機関の活用）

障害種別の一般的な留意点
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○企業：求職者をよく理解して採用する

○求職者：職場をよく理解して就職する

間を取り持つ支援機関を上手に利用する

「職場見学」や「職場実習」を設定し
相互理解を図る

面接だけでは限界も

ステップ３

募集活動の基本
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本人の状況把握
（本人のアセスメント）

職場の情報把握
（職場のアセスメント）

就職

見学・実習

本人と職場の相性を確認

ステップ３

支援機関における就職支援の進め方
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受入準備を進め

支援機関と連携し

よりよいマッチング

求職者⇒職場を理解／企業⇒求職者を理解

採用後に慌てることはない



ステップ４

職場定着の取組み（その１）

• 障害などについて周囲の従業員にどう説明するか

• 目標設定・評価・フィードバック

• 環境の変化があったときは要注意

• 定期的な相談

• 体調変化などを踏まえた情報共有ツール
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• 本人の意向を踏まえ、必要な説明を行なう

–「本人のプライバシーに配慮した上で、他の労働者に
対し、障害の内容や必要な配慮等を説明する。」（厚生
労働省：合理的配慮指針）

–ただし、障害特性（受障の経緯等を含む）などについて
は社内に広く周知されることを望まない人もいる。

–社内に周知する内容や範囲について、本人（必要に応
じて家族）と確認し、同意を得る。

–本人の意向を踏まえて説明の仕方などを決める。
高障求機構「精神障害者雇用管理ガイドブック」より

周囲の従業員へ説明する際の留意点



• 本人が簡単な自己紹介をした後、所属長から配慮事項
など（精神科に通院しており毎月○回休暇を取得しても
らうこと、勤務時間は○時～○時で残業はさせないこと、
指示は主に○○さんから出してもらうようにすること、気
軽に声をかけて欲しいことなど）を説明。

• 職場の一員として自然に迎え入れられる雰囲気の中で
説明することが望まれます。
–本人が自己紹介する前に、周囲の従業員が名前だけでなく自
分の特徴なども織り交ぜて自己紹介し、本人が話しやすい雰
囲気を作っている企業もある。

高障求機構「精神障害者雇用管理ガイドブック」より

説明する際の具体例



• 目的意識をもって仕事に取り組
めるよう、定期的に本人と話し
合い、仕事について振り返り、
企業の評価をフィードバックし、
新たな目標を設定する。

高障求機構「精神障害者雇用管理ガイドブック」より

目標設定・評価・フィードバックの重要性



–職務内容の変化

–指導者や上司・同僚の異動

–家庭などの生活環境や友人関係などの変化

支援機関とも相談

本人・前任者・後任者の３者で
引継ぎを行うと、本人と後任者の

関係構築がしやすい。

支援機関の対応

環境の変化があったときは要注意



• 日頃から、仕事に対する感想や疑問・意見などを聴取
し、必要に応じて助言を行う。

• 本人も企業も慣れるまで時間が掛かり、相互に気軽
なコミュニケーションが難しい。

–職場は元気にやっていると思うが、本人は悩んでいる

–職場は困っているが、本人は職場の困り感に気づけない

• 採用初期の段階では、定期的に相談時間を設定する
ことで、些細な不安や疑問を早期に把握する。

高障求機構「精神障害者雇用管理ガイドブック」より

日頃のコミュニケーション
定期的な相談の設定



円滑な相談のためのツール

その時の状況

体調は 良い まあまあ良い 普通 あまり良くない 悪い

疲れ具合 疲れていない 程よい疲れ すごく疲れた

目標を意識 できた 普通 できなかった

対人関係は よかった 普通 課題があった

困りごとは あった なかった

上記以外で
話したいこと

〇定期的な相談日のときに使用→事前に渡し書いておいてもらう
→相談日にそれを見ながら相談する（相談を補完するツール）

〇毎日、記載、提出してもらい、困りごとなどがあったときに相談。
（状況を把握し、早期の相談に繋げるツール）

高障求機構「精神障害者雇用管理ブック」より一部変更して掲載
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見えない状況 本人が自身の状況を
見える化

セルフケア

情報を共有

安定した
職業生活の継続

体調変化などを踏まえた情報共有ツール

ラインケア・
専門的支援

高障機構「情報共有シート活用の手引き」より



• 精神障害のある従業員が体調や業務状況を入力

• 上司が確認・コメントする

• 入力や確認はクラウド上で行なわれる。

• （有）奥進システムが自社の雇用管理のために開発

• 詳細は、https://www.spis.jp/features.htmlを参照。
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ＳＰＩＳ（Supporting People to Improve Stability）

https://www.spis.jp/features.html
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https://www.spis.jp/files/features/manual_standard.pdf?240529
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https://www.spis.jp/files/features/manual_standard.pdf?240529
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高障機構「情報共有シート活用の手引き」
http://www.nivr.jeed.or.jp/research/kyouzai/kyouzai60.html

情報共有シート
（共有したい情報をカスタマイズする）
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＊「体調」「意欲」は「よい（ある）～悪い（ない）」、対処・工夫と仕事上の目標は
は「できた～できなかった」でそれぞれを4段階でチェックする。

シートの例①
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シートの例②

セルフモニタリング（自身の体調チェック）が中心



コミュニケーションツール活用の留意点
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ツールの内容や活用の趣旨を本人に丁寧に説明
必要に応じて支援機関の意見も聞く

基本は日々のコミュニケーション

本人がツール活用を希望していることが大前提

ツールに頼りすぎない



ステップ４

職場定着の取組み（その１）

• 障害などについて周囲の従業員にどう説明するか

• 目標設定・評価・フィードバック

• 環境の変化があったときは要注意

• 定期的な相談

• 体調変化などを踏まえた情報共有ツール
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「職場定着」は採用前の取組みが大事
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